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果樹部会なし専門部研究部現地検討会を開催

７月24日(月)、県農業試験場の果樹園にて、中堅・若手等の梨生産者を対象に、スマー
ト農業技術の更なる理解促進を図るため、「果樹部会なし専門部研究部現地検討会」を開
催しました。県内各地から生産者・関係機関担当者など約60名に参加いただきました。
検討会では、出展企業からスマート農業機器（自動草刈り機及びアシストスーツ）の紹

介や機器の活用による省力化等について説明をいただき、さらに、実際に稼働している自
動草刈り機の見学やアシストスーツの装着体験を実施しました。また、県農業試験場から
は梨の試験研究の状況等について、県農政部からは今後の梨の栽培管理等について、情報
提供をいただきました。
非常に暑い中でしたが、生産者と出展企業等で活発な意見交換がなされるなど、有意義

な検討会となりました。

いちご部会全体会議の開催

７月27日（木）とちぎ農産物マーケティング協会いちご部会は、ＪＡビルにおいて各地
域のいちご部会長及びＪＡ担当者・関係機関・団体など２９名が出席し、全体会議を開催し
ました。
全体会議では、令和４年度の活動報告及び令和５年度の事業計画を協議しました。また役

員改選を行い、引き続きＪＡはが野いちご部会｢苅田聡氏｣が部会長に就任しました。
令和５年度も、関係機関との連携を密接にし、いちごに係る各種イベントの開催や、ＳＮ

Ｓを活用したＰＲを実施するほか、｢とちあいか｣の安定生産技術の確立や店頭抽出調査など
に取り組み、｢産地とちぎ｣を一層強固にしていきます。



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 8月の予定 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

3日(木) さつまいもキュアリング施設視察  （茨城県）

3日(木) （とちぎの星）ごはん教室 （パレスホテル大宮）

20日(日) お米と牛乳ホワイトフェスティバル （ミナテラスとちぎ）

一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和5年8月発行）
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http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

令和５(2023)年７月15日、浅草～日光・鬼怒川方面をむす
ぶ東武鉄道の新型特急「スペーシアX（エックス）」が登場
しました！

ボディカラーは日光東照宮陽明門の柱にあしらわれている
胡粉（ごふん）を彷彿とさせる高貴な白色、窓枠などには鹿
沼市の伝統工芸である組子に用いられる幾何学模様がイメー
ジされています。
東武鉄道と栃木県産いちごとの関わりは昭和20年代にまで

遡ります。宇都宮市や足利市周辺で、水田裏作として、いち
ごの露地栽培が始まりました。当時は「日光いちご」として
販売されていましたが、輸送手段が無く、生産者自ら“背負
いかご”でいちごを背負って東武鉄道に乗り、売りに行って
いたそうです。通勤電車の前に『いちご列車』なるものを走
らせてもらっていたそうですよ。
それから70余年、栃木県産いちごは、品種・栽培技術とと

もに成長を遂げ、生産量日本一54年連続（2023.7現在）を誇
るまでになりました。

皆さんも新型特急「スペーシアX」に乗って、栃木県産い
ちごの歴史に思いを馳せてみませんか？

（栃木県東京事務所 Ｈ．Ｍ）

ぶらり東京探訪
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